
二
五

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅱ
（
池
田
・
小
田
）

池

田

和

臣

小

田

寛

貴

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅱ

―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定

―

は
じ
め
に

　

池
田
と
小
田
は
共
同
研
究
と
し
て
、
国
文
学
お
よ
び
書
道
史
に
か
か
わ
る
古
筆
切
資
料
の
書
写
年
代
を
実
証
す
る
た
め
に
、
か
つ
、
加

速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
法
の
正
確
度
・
有
効
性
を
確
か
め
る
た
め
に
、
古
筆
切
・
古
文
書
・
古
写
経
な
ど
の
加
速
器

質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
を
続
け
て
き
た（
1
）。
本
誌
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
十
五
年
に
渉
っ
て
行
っ
て
き
た
、
百
点
を
超
え

る
炭
素
14
年
代
測
定
の
う
ち
か
ら
主
な
資
料
の
測
定
結
果
を
一
覧
に
し
て
示
し
も
し
た（
2
）。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
昨
年
度
か
ら
ま
た
新
た
に
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
表
題

を
「
新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
」
と
改
め
、
連
載
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
は
そ
の
Ⅱ
で
あ
る
。

　

は
じ
め
て
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
に
接
す
る
人
の
た
め
、
古
筆
切
お
よ
び
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14

年
代
測
定
に
つ
い
て
の
概
略
を
記
し
て
お
き
た
い
が
、
繰
り
返
し
旧
稿（
3
）に
述
べ
も
し
た
し
、
紙
幅
を
費
や
さ
ぬ
た
め
に
も
、
そ
れ
に
つ



二
六

い
て
は
省
略
に
し
た
が
う
。
つ
い
て
は
、
旧
稿
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中
央
大

学
文
学
部
紀
要
』
二
二
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、「
続 

古
筆
切
の
年
代
測
定
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」

（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
九
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、「
古
筆
切
の
年
代
測
定
Ⅲ
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測

定
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
三
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

数
値
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
一
標
準
偏
差
（
1
σ
）
の
誤
差
範
囲
内
に
真
の
年
代
が
入
る
確
率
は
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
標
準
偏

差
（
2
σ
）
の
誤
差
範
囲
内
に
真
の
年
代
が
入
る
確
率
は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
を
歴
史
年
代
に
較
正
し
た
も
の
が
較

正
年
代
で
あ
り
、（ 

）
内
の
数
値
で
あ
る
。（ 

）
の
前
の
数
値
が
誤
差
範
囲
の
上
限
、（ 

）
の
後
の
数
値
が
誤
差
範
囲
の
下
限
の
歴
史
年

代
で
あ
る
。

　

な
お
、
執
筆
分
担
は
、
資
料
解
説
が
池
田
、
測
定
結
果
の
分
析
が
小
田
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

今
回
は
、
ツ
レ
（
同
じ
写
本
か
ら
分
か
れ
た
断
簡
）
が
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
書
写
年
代
不
明
の
も
の
、
そ
れ
も
字
形
は
平
安
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代
く
ら
い
に
見
え
る
古
い
書
写
と
思
わ
れ
る
資
料
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
。

一　

伝
称
筆
者
不
明　

後
撰
集
切

　

後
撰
集
の
歌
を
散
ら
し
書
き
に
し
た
断
簡
が
あ
る
（
架
蔵
）。
料
紙
は
楮
質
の
素
紙
。
縦
二
八
・
二
セ
ン
チ
、
横
九
・
八
セ
ン
チ
。
初
め

の
一
行
は
擦
れ
薄
れ
て
、
何
と
書
い
て
あ
る
か
判
読
で
き
な
い
。「
人
に
つ
か
は
し
け
る
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
に

三
行
に
わ
た
り
後
撰
集
の
歌
（
一
〇
七
六
番
歌
）
が
散
ら
し
書
き
さ
れ
て
い
る
。「
お
き
な
さ
ひ
人
も
な
か
め
そ
か
り
こ
ろ
も
／
け
ふ
は
か

り
と
そ
／
た
つ
も
な
く
な
る
」。
こ
の
歌
は
伊
勢
物
語
・
業
平
集
に
も
見
え
る
が
、
す
べ
て
二
句
目
は
「
ひ
と
な
と
か
め
そ
」
で
あ
る
。
こ



二
七

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅱ
（
池
田
・
小
田
）

の
断
簡
の
「
な
か
め
そ
」
の
部
分
は
、
余
分
な
筆
ま
わ
り
が
あ
り
、
明
確
に
「
な
か
め
そ
」
で
あ
る
と
も
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
連

綿
の
自
在
さ
、
仮
名
の
字
形
な
ど
か
ら
、
院
政
期
の
趣
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
ツ
レ
と
思
わ
れ
る
古
筆
切
は
管
見
に
及
ば
な
い
。
平
安
時

代
の
書
写
な
ら
ば
、
新
し
い
古
筆
切
の
発
見
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
。

　

こ
の
断
簡
の
年
代
測
定
の
結
果
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
は
1
8
4
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の
誤

差
範
囲
1
8
4
±
1
9
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
を
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｌ
1
3
較
正
曲
線
に
よ
り
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
6
6
7
（
1
6
6
9
）
1
6

8
1
、
1
7
3
9
（ 
）
1
7
4
3
、
1
7
6
3
（
1
7
8
0
）
1
7
8
3
、
1
7
9
6
（
1
7
9
8
）
1
8
0
2
、
1
9
3
8
（
1
9
4

4
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈
で
あ
る
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
1
8
4
±
3
8
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
6
6
2

（
1
6
6
9
）
1
6
8
4
、
1
7
3
2
（
1
7
8
0
、
1
7
9
8
）
1
8
0
7
、
1
9
2
8
（
1
9
4
4
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈
で
あ
る
。
2

σ
の
誤
差
範
囲
は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
そ
の
中
に
実
年
代
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
が
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
現
代
ま
で
の
誤
差

範
囲
に
な
っ
て
い
る
。
一
六
五
〇
年
以
降
の
資
料
の
誤
差
範
囲
の
下
限
は
、
現
代
ま
で
広
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
そ
の

時
期
の
資
料
は
炭
素
14
年
代
測
定
で
は
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
1
6
6
9
、
1
7
8
0
、
1
7
9
8
の
あ
た
り
に
実
際
の

年
代
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
江
戸
の
書
写
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
平
安
時
代
風
の
仮
名
を
自
然
に
書
け
る
者
が
、

後撰集切



二
八

江
戸
時
代
に
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
年
代
測
定
は
、
江
戸
期
の
写
し
物
や
ね
つ
造
品
を
見
定
め
る
た
め
の
、
唯
一
と
言
っ
て
よ
い
化
学

的
で
客
観
的
方
法
な
の
で
あ
る
。

表
1　

伝
称
筆
者
不
明
「
後
撰
集
切
」
の
測
定
結
果

　
　

炭
素
14
年
代
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈ 

較
正
年
代
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈         

1
8
4
±
1
9
（
ａ
ｖ.
±
1
σ
） 

1
6
6
7
（
1
6
6
9
）
1
6
8
1
、
1
7
3
9
（ 

）
1
7
4
3
、

 

1
7
6
3
（
1
7
8
0
）
1
7
8
3
、
1
7
9
6
（
1
7
9
8
）
1
8
0
2

 

1
9
3
8
（
1
9
4
4

　
　
　

±
3
8
（
ａ
ｖ.
±
2
σ
） 

1
6
6
2
（
1
6
6
9
）
1
6
8
4
、
1
7
3
2
（
1
7
8
0
、
1
7
9
8
）

 

1
8
0
7

 

1
9
2
8
（
1
9
4
4

二　

伝
称
筆
者
不
明　

大
和
物
語
切

　

あ
た
か
も
本
阿
弥
切
古
今
集
の
よ
う
な
丸
み
を
帯
び
た
切
れ
の
良
い
筆
跡
で
、
大
和
物
語
を
書
い
た
断
簡
が
あ
る
（
架
蔵
）。
平
安
時
代

に
頻
用
さ
れ
る
仮
名
字
母
（「
支
」「
裳
」
な
ど
）
が
使
わ
れ
て
い
て
、
平
安
時
代
書
写
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

楮
質
の
素
紙
で
、
縦
二
七
・
二
セ
ン
チ
、
横
三
〇
・
二
セ
ン
チ
。
巻
皺
が
走
っ
て
い
る
の
で
、
も
と
巻
子
本
と
思
わ
れ
る
。
大
和
物
語

百
十
一
段
が
途
中
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。



二
九

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅱ
（
池
田
・
小
田
）

　

平
安
時
代
書
写
の
大
和
物
語
の
古
筆
切
は
珍
し
く
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
伝
紀
貫
之
筆
（
推
定
藤
原
定
実
筆
）
二
葉
、
筆
写
未
詳
一
葉

の
み
し
か
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
者
は
大
和
物
語
で
は
な
く
遍
昭
集
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（
4
）。
そ
こ
に
本

阿
弥
切
に
酷
似
し
た
平
安
書
写
の
大
和
物
語
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
な
る
。

　

測
定
結
果
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
炭
素
14
年
代
は
1
7
4
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
で
、
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
そ
の
中
に
実
年
代
を
含
ん

で
い
る
と
さ
れ
る
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
は
1
7
4
±
3
6
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
で
あ
る
。
こ
れ
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
6

6
5
（
1
6
7
6
）
1
6
8
9
、
1
7
3
0
（
1
7
6
7
、
1
7
7
1
、
1
7
7
7
）
1
7
8
5
、
1
7
9
5
（
1
8
0
0
）
1
8
0
9
、

1
9
2
6
（
1
9
4
1
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈
で
あ
る
。
一
七
世
紀
後
半
か
ら
現
代
ま
で
の
誤
差
範
囲
で
あ
る
。
一
六
五
〇
年
以
降
の
資
料
の

大
膳
の
か
み
き
む
ひ
ら
の
む
す
め

　

と
も
あ
か
た
の
ゐ
と
と
い
ふ
と
こ
ろ
に

　
　
　

す
み
け
り
お
ほ
い
こ
は

　
　
　

き
さ
い
の
宮
に
少
将
の

　
　
　
　

こ
と
い
ひ
て
さ
ふ
ら
ひ
け
り

　

三
に
あ
た
り
け
る
備
後
守
さ
ね

　
　

あ
き
ら
ま
た
わ
か
お
と
ゝ
な
り
け
る

　
　
　

時
に
な
む
は
し
め
の
お
と
こ

　
　
　
　

し
た
り
け
る
す
ま
さ

　
　
　
　
　

り
け
れ
は
よ
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
り
け
る

大和物語切



三
〇

誤
差
範
囲
の
下
限
は
、
現
代
ま
で
広
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
そ
の
時
期
の
資
料
は
炭
素
14
年
代
測
定
で
は
年
代
を
絞
り

込
む
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
江
戸
時
代
中
期
頃
の
可
能
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　

す
で
に
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
荒
木
素
白
を
は
じ
め
上
代
様
の
筆
跡
を
身
に
つ
け
た
書
家
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
江
戸
中
期
に
は

近
衛
家
煕
の
よ
う
な
名
手
も
い
た
。
だ
か
ら
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
古
い
字
形
で
書
く
こ
と
は
難
し
く
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
字
形
だ

け
で
時
代
を
判
断
す
る
こ
と
は
危
う
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
料
紙
表
面
に
薄
墨
が
引
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
料
紙
を
古
く
見
せ

る
た
め
の
作
為
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

表
2　

伝
称
筆
者
不
明
「
大
和
物
語
切
」
の
測
定
結
果

　
　
　

炭
素
14
年
代
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈ 

較
正
年
代
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈

1
7
4
±
1
8
（
ａ
ｖ.
±
1
σ
） 

 

1
6
8
8
（
1
6
7
6
）
1
6
8
2
、
1
7
3
6
（
1
7
6
7
、
1
7
7
1
、
1

7
7
7
）
1
7
8
1
、
1
7
9
7
（
1
8
0
0
）
1
8
0
5
、
1
9
3
5
（
1
9

4
1
）
1
9
4
7

　
　
　

±
3
6
（
ａ
ｖ.
±
2
σ
） 

 
1
6
6
5
（
1
6
7
6
）
1
6
8
9
、
1
7
3
0
（
1
7
6
7
、
1
7
7
1
、
1

7
7
7
）

 
1
7
8
5
、
1
7
9
5
（
1
8
0
0
）
1
8
0
9
、
1
9
2
6
（
1
9
4
1

三　

伝
称
筆
者
不
明　

不
明
散
文
切

　

楮
質
の
料
紙
に
細
か
い
雲
母
が
撒
か
れ
て
い
る
、
枡
形
本
の
断
簡
が
あ
る
（
架
蔵
）。
縦
一
四
・
一
セ
ン
チ
、
横
一
五
・
二
セ
ン
チ
。
筆

跡
は
な
か
な
か
切
れ
の
あ
る
仮
名
で
あ
り
、
枡
形
本
で
あ
る
こ
と
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
鎌
倉
・
室
町
く
ら
い
は
あ
り
そ
う
な
感
じ
が
す

る
。
し
か
し
、
字
形
は
い
く
ら
で
も
古
い
形
を
真
似
る
こ
と
は
で
き
る
。
字
形
だ
け
で
書
写
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
と
言
っ



三
一

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅱ
（
池
田
・
小
田
）

て
よ
い
。
一
一
行
に
わ
た
り
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

む
か
し
の
人
の
手
す
さ
み
に

か
き
す
て
ゝ
し
を
心
な
く
さ
め
る

わ
さ
に
お
ほ
え
て
い
ま
も
か
き
つ
ゝ
け

み
給
ふ
に
み
る
め
な
き
い
そ
ま

か
く
れ
に
よ
る
波
の
を
と
に
の
み

聞
し
人
の
め
に
も
み
え
ぬ
風
の

た
よ
り
に
あ
ら
ま
し
の
こ
と
な
と

き
こ
え
侍
し
い
ま
は
む
か
し
に

な
り
に
た
れ
と
お
な
し
世
に
ふ
る
と

の
み
か
く
は
か
り
い
つ
の
よ
ま
て

わ
す
れ
ぬ
こ
と
に
は
な
り
け
む

不明散文切

　

年
代
測
定
の
結
果
は
、
表
3
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
炭
素
14
年
代
が
2
6
0
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲

2
6
0
±
1
7
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
を
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｌ
1
3
較
正
曲
線
に
よ
り
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
6
4
4
（
1
6
4
8
）
1
6
5
4
﹇
ｃ

ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
2
6
0
±
3
3
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
6
4
1
（
1
6
4
8
）

1
6
6
3
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈
で
あ
っ
た
。
枡
形
本
と
い
う
体
裁
、
仮
名
の
字
形
か
っ
ら
、
一
見
古
い
書
写
に
感
じ
ら
れ
た
が
、
江
戸
時
代

の
筆
跡
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
上
代
様
の
筆
跡
を
身
に
つ
け
た
書
家
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
そ
れ
故
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は



三
二

古
い
字
形
で
書
く
こ
と
は
難
し
く
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
字
形
だ
け
で
時
代
を
判
断
す
る
こ
と
は
危
う
い
。

表
3　

伝
称
筆
者
不
明
「
不
明
散
文
切
」
の
測
定
結
果

　

炭
素
14
年
代
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈ 

較
正
年
代
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈         

2
6
0
±
1
7
（
ａ
ｖ.
±
1
σ
） 

1
6
4
4
（
1
6
4
8
）
1
6
5
4

　
　
　

±
3
3
（
ａ
ｖ.
±
2
σ
） 

1
6
4
1
（
1
6
4
8
）
1
6
6
3

仮名消息

四　

伝
称
筆
者
不
明　

仮
名
消
息

　

銀
泥
で
槍
霞
を
引
い
た
雁
皮
質
の
料
紙
に
、
散
ら
し
書
き
さ
れ
た
仮
名
消

息
が
あ
る
（
個
人
蔵
）。
縦
四
九
セ
ン
チ
、
横
二
六
・
一
セ
ン
チ
。「
い
か
ゝ

し
／
候
て
か
／
た
ゝ
／
い
の
ち
の
／
う
ち
に
／
い
ま
一
た
ひ
／
身
つ
か
ら
／

な
る
」
云
々
と
あ
る
。

　

良
く
似
た
伝
存
品
に
、
近
衛
兼
教
（
一
二
六
七
〜
一
三
三
六
）
が
書
写
し

て
高
野
山
に
納
め
た
五
部
大
乗
経
の
紙
背
消
息
が
あ
る（
5
）。
銀
泥
下
絵
が
あ

り
散
ら
し
も
似
て
い
る
。
年
代
が
近
衛
兼
教
に
重
な
れ
ば
、
ツ
レ
の
可
能
性

が
出
て
く
る
。

　

測
定
の
結
果
は
表
4
の
と
お
り
で
、
炭
素
14
年
代
が
6
3
1
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
で
、

こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
6
3
1
±
1
9
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
を
暦
年
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三

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅱ
（
池
田
・
小
田
）

代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
2
9
6
（
1
3
0
4
）
1
3
1
6
、
1
3
5
4
（
1
3
6
4
、
1
3
8
4
）
1
3
8
9
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）

の
誤
差
範
囲
±
3
8
（
ａ
ｖ.
±
2
σ
）﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
2
8
9
（
1
3
0
4
）
1
3
2
6
、
1
3
4
3
（
1
3

6
4
、
1
3
8
4
）
1
3
9
4
で
あ
る
。
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
の
も
の
で
、
近
衛
兼
教
の
生
存
期
に
重
な
っ
て
お
り
、
五
部
大
乗
経
の
紙

背
消
息
の
ツ
レ
の
可
能
性
が
高
い
。

表
4　

伝
称
筆
者
不
明
「
仮
名
消
息
」
の
測
定
結
果

　

炭
素
14
年
代
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈ 

較
正
年
代
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈         

6
3
1
±
1
9
（
ａ
ｖ.
±
1
σ
） 
 

1
2
9
6
（
1
3
0
4
）
1
3
1
6
、
1
3
5
4
（
1
3
6
4
、
1
3
8
4
）
1

3
8
9

　
　
　

±
3
8
（
ａ
ｖ.
±
2
σ
） 

 

1
2
8
9
（
1
3
0
4
）
1
3
2
6
、
1
3
4
3
（
1
3
6
4
、
1
3
8
4
）
1

3
9
4

五　

不
明
埋
経

　

紺
紙
に
銀
泥
で
仁
王
経
が
書
か
れ
た
断
簡
が
あ
る
（
架
蔵
）。
縦
二
一
・
五
セ
ン
チ
、
横
三
五
・
三
セ
ン
チ
。
下
部
が
だ
ん
だ
ら
模
様
の

よ
う
に
損
傷
し
て
い
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
埋
経
と
思
わ
れ
る
。
銅
製
の
経
筒
に
経
巻
を
入
れ
地
中
に
埋
め
る
の
で
、
雨
水
で
下
部
に
損
傷

が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
埋
経
で
有
名
な
も
の
は
、
藤
原
道
長
（
九
六
六
〜
一
〇
二
七
）、
そ
の
曾
孫
藤
原
師
通
（
一
〇
六
二
〜
一
〇
九
九
）

の
も
の
が
あ
る
が
、
と
も
に
紺
紙
金
泥
経
で
あ
る
。

　

こ
の
埋
経
の
測
定
結
果
は
表
5
の
と
お
り
で
、
炭
素
14
年
代
が
9
5
3
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
で
、
こ
の
1
σ
（
一
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
9
5

3
±
1
8
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
0
2
9
（
1
0
3
8
）
1
0
4
7
、
1
0
8
8
（ 

）
1
1
2
2
、
1
1
3
8
（ 

）

1
1
4
9
。
2
σ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
±
3
8
（
ａ
ｖ.
±
2
σ
）﹇
Ｂ
Ｐ
﹈
を
暦
年
代
に
較
正
し
た
値
が
、
1
0
2
3
（
1
0
3
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8
）
1
0
6
0
、
1
0
6
1
（ 

）
1
1
5
4
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
埋
経
で
あ
っ

た
。
一
一
五
二
年
の
末
法
到
来
を
恐
れ
、
多
く
の
埋
経
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
伝
存
資
料
な
の
で
あ
ろ
う
。

表
5　
「
不
明
埋
経
」
の
測
定
結
果

　

炭
素
14
年
代
﹇
Ｂ
Ｐ
﹈ 

較
正
年
代
﹇
ｃ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
﹈

9
5
3
±
1
8
（
ａ
ｖ
．
±
1
σ
） 

 

1
0
2
9
（
1
0
3
8
）

1
0
4
7
、
1
0
8
8

（ 

）
1
1
2
2
、
1
1
3

8
（ 

）
1
1
4
9

　
　
　

±
3
8
（
ａ
ｖ
．
±
2
σ
） 

 

1
0
2
3
（
1
0
3
8
）

1
0
6
0
、
1
0
6
1

（ 

）
1
1
5
4

不明埋経

＊

　

炭
素
14
に
よ
る
年
代
測
定
は
、
後
代
の
写
し
も
の
や
作
り
物
（
贋
物
）
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
、
唯
一
の
化
学
的
な
方
法
で
あ

る
。
美
術
的
価
値
を
有
す
る
文
学
歴
史
資
料
の
闇
、
そ
れ
に
正
し
い
光
を
当
て
る
こ
と
の
で
き
る
実
証
的
方
法
な
の
で
あ
る
。

注

（
1
） 

池
田
和
臣
・
小
田

貴
「
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
古
筆
切
お
よ
び
古
文
書
の
14
Ｃ
年
代
測
定
」（『
名
古
屋
大
学
加
速　

器
質
量
分
析
計
業
績



三
五

新　

古
筆
資
料
の
年
代
測
定
Ⅱ
（
池
田
・
小
田
）

報
告
書
（
Ⅹ
Ⅱ
）』
名
古
屋
大
学
年
代
測
定
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）、
池
田
和
臣
「
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
古
筆
切
お
よ
び

古
文
書
の
14
Ｃ
年
代
測
定
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
八
九
号
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）、
小
田
寛
貴
・
池
田
和
臣
・
増
田
孝
「
古
筆
切
・
古
文
書

の
Ａ
Ｍ
Ｓ
1
4
Ｃ
年
代
測
定
―
鎌
倉
時
代
の
古
筆
切
を
中
心
に
―
」（『
名
古
屋
大
学
加
速
器
質
量
分
析
計
業
績
報
告
書
（
Ⅹ
Ⅴ
）』
名
古
屋
大
学
年

代
測
定
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
池
田
和
臣
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
に
つ
い
て
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測

定
―
」（
久
下
裕
利
・
久
保
木
秀
夫
編
『
平
安
文
学
の
新
研
究
物
語
絵
と
古
筆
切
を
考
え
る
』
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
池
田
和
臣
・
小
田

貴

「
古
筆
切
の
年
代
測
定
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
池
田

和
臣
・
小
田

貴
「
続
古
筆
切
の
年
代
測
定
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
九
号
、
二
〇

一
〇
年
三
月
）、
池
田
和
臣
・
小
田

貴
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
Ⅲ
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀

要
』
二
三
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）、
池
田
和
臣
・
小
田
寛
貴
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
Ⅳ
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」

（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
三
九
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
池
田
和
臣
・
小
田
寛
貴
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
Ⅴ
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る

炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
四
九
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
な
ど
。

（
2
） 

池
田
和
臣
・
小
田
寛
貴
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
Ⅵ
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
五
四
号
、

二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
3
） 

池
田
和
臣
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
に
つ
い
て
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」『
平
安
文
学
の
新
研
究
物
語
絵
と
古
筆
切
を

考
え
る
』
新
典
社
二
〇
〇
六
年
九
月
）、
池
田
和
臣
・
小
田
寛
貴
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中

央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
四
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。
池
田
和
臣
・
小
田
寛
貴
「
続
古
筆
切
の
年
代
測
定
―
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素

14
年
代
測
定
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
九
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
池
田
和
臣
・
小
田
寛
貴
「
古
筆
切
の
年
代
測
定
Ⅲ
―
加
速
器
質

量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
三
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。

（
4
） 

村
上
翆
亭
・
高
城
竹
苞
『
近
衛
家
煕
写
手
鑑
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）。

（
5
） 

波
多
野
幸
彦
『
書
の
文
化
史
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）。
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